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校内における 
交流及び共同学習の充実 
－多層的な支援システムを手がかりに－ 



本日のお話の内容 

１．教育施策としての交流及び共同学習 

 

２．学校全体で取り組む多層的な支援システム  

   （Multi-Tired  System of Supports :MTSS） 

 

３．小学校内における交流及び共同学習の事例 
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１．教育施策としての交流及び共同学習 
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幼稚園・小学校・中学校・高等学校・中等教育学校では・・・ 
学校全体で支援します！ 

通常の学級 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

通級による指導 
 

日本における特別支援教育 
（インクルーシブ教育システム） 

 

特別支援学級 
 
 
 

教育 医療 保健 福祉 労働 その他 

連携 

交流及び共同学習 

 
 

特別支援学校では・・・ 
専門性を活かした特別支援教

育を行います！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一人一人に応じた指導 
 

専門性の高いスタッフ 
充実した施設 

 
就職・進学などのサポート 

 
教育相談・巡回指導など 

 
様々な支援体制 

交流及び共同学習 

センター的機能による助言・援助 

連携  

相談 

各学校は様々な関係機関とネットワークを作って、子どもの成長に応じて一貫した支援をします！ 
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１．共生社会の形成に向けた教育施策 
としての交流及び共同学習 

中央教育審議会初等中等教育分科会報告「共生社会の
形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための
特別支援教育の推進」（平成24年7月） 

「改正障害者基本法の理念に基づき、障害のある
子どもと障害のない子どもが可能な限り共に学ぶこ
とができるように配慮する観点から、交流及び共同
学習を一層推進していくことが重要である。」 
 
→「交流及び共同学習の推進」は基礎的環境整備の一項目 

→「多様な学びの場の整備と学校間連携等の推進」における交流及
び共同学習の重要性 
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文部科学省交流及び共同学習ガイド（平成20年） 

 

・「交流及び共同学習」とは、相互のふれ合いを通
じて豊かな人間性をはぐくむことを目的とする「交
流の側面」と、教科等のねらいの達成を目的とす
る「共同学習の側面」が一体としてあることをより
明確に表す。 

・この二つの側面は分かちがたいものとして捉え、
推進していく必要がある。 
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心のバリアフリー学習推進会議 報告書（平成30年） 

 

• 交流及び共同学習においては、教育課程の連続性や学
校生活との関連性に欠け、単発の交流機会にとどまっ
てしまっている場合や、障害について形式的に理解させ
る程度にとどまっている場合も多く見られる。 

 

• 交流及び共同学習を継続して取り組んでいくためには、
各学校が、交流及び共同学習によって児童生徒等のど
のような資質・能力を育成するのかを明確にした上で、
年間を通じて計画的に取組を進めていくことが重要であ
り、教育課程を編成する際に、各教科等において効果
的に交流及び共同学習の機会を設ける必要がある。 
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通常の学級の現状 

○平成29年3月文部科学省【学習指導要領改正に関する通知】 

 →障害のある子ども、配慮を要する子どもが在籍していること 

 →子ども一人一人にあった指導の充実が求められていること 

○平成27年12月中教審答申 

 【チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について】 

 →児童生徒指導や特別支援教育に関わる課題が複雑化・多様化 

 →学校がチームとして機能する必要性 

 

交流及び共同学習を充実させる方策は、 
このような通常の学級の状況を 

前提にしたものでなければならない！ 
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     ２．学校全体で取り組む 

      多層的な支援システム  

（Multi-Tired  System of Supports :MTSS） 
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学習面 社会性・行動面 
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 学校全体で取り組む多層的な支援システム 

３次的な取組 
集中的に支援が必要な子ども 

 

・密度の高い指導 

１次的な取組 
すべての子ども 

 

  ・居心地のよい学級づくり 
  ・安定した仲間関係 
  ・肯定的な承認 
  ・自己決定と社会貢献 等 

２次的な取組 
配慮を要する子ども 

 

  ・小集団における支援 
  ・教育相談 等 

３次的な取組 
集中的に支援が必要な子ども 

 

・密度の高い指導 

１次的な取組 
すべての子ども 

 

 ・わかりやすい授業 
 ・多様なニーズに応じた目標 
  と評価 
 ・子どもの主体的活動と選択 
  等 

２次的な取組 
配慮を要する子ども 

 

  ・小集団における支援 
  ・個別の支援 等 

Multi-Tiered System of Supports (MTSS) 



Multi-Tiered System of Supports (MTSS) 
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教育内容 

実態把握・評価 

指導・支援 

教員個々の成長と 
チームとしての成長 
（研究、研修） 

チームによるリーダーシップ 
（運営推進） 

チームでの主体的な課題解決 
（データに基づいた検討） 

地域との協働と持続可能な取組 

 学校全体で取り組む多層的な支援システム 



通常の学級における交流及び共同学習の活動と 
基礎的環境整備・合理的配慮の考え方との関連 

基礎的環境整備： 
・多層的支援システムによって、学校のすべての子どもがニーズ
の程度に応じ指導・支援が受けられるような、学校づくりが行わ
れていること。 

・ベースとなる通常の学級において、学習のユニバーサルデザイ
ン（ＵＤＬ）によってできるだけ多くの子どもが学ぶことができ、わ
かりやすくチャレンジのある授業や、お互いを認め合う学級経営
ができていること。 ＊UDLについては次のスライドで説明 

 
合理的配慮： 
・特別支援学校・特別支援学級の子どもが、通常の学級で交流
及び共同学習を行う際に、上記の基礎的環境整備に加え、その
子どもの学びに必要な変更調整を行うこと。 
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○Multiple Means of Representation: 

 子ども一人ひとりに、情報や教えたい内容を伝えるため    
の、＜多様な＞方法が用意されていること 

○Multiple Means of Action & Expression: 

 子ども一人ひとりが、考えたことやわかっていることを表
現・発信するための、＜多様な＞方法が用意されていること 

○Multiple Means of Engagement: 

 子ども一人ひとりが、モチベーションをもって学習活動に取
り組むための、＜多様な＞方法が用意されていること 

土台となる通常の学級における一次的取組として・・・ 
     
     学習のユニバーサルデザイン 
      （Universal Design for Learning CAST, 2017） 
多様なニーズ・学習スタイルをもつ子どもたちが学んでいること
を前提にして、通常の学級での学習を組み立てる 
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特別支援学級 通常の学級 

通常の学級でＡさ
んが自分の力を
出して学ぶために
はこの分の合理
的配慮が必要 
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三次的取組の対象であるAさんが通常の学級で学ぶ場合・・・ 
     
学びの場で異なる基礎的環境整備と合理的配慮 



 

     ３．小学校内における 

    交流及び共同学習の事例 
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平成２９年度 地域実践研究  

交流及び共同学習の推進 
～小学校内の交流及び共同学習～ 

 研究の概要： 

・校内の学習会を通して学習のユニバーサルデザインの
視点を全職員で共有する。 

・校内研究で、ＵＤＬの視点を授業づくりに活かした「すべ
ての子どもにとってわかりやすく、自分の力に応じてチャレ
ンジできる授業」をめざし、お互いの授業を見あう。 

・特別支援学級の子どもが通常の学級に入る交流及び共
同学習の研究授業において、通常の学級担任、特別支援
学級担任と一緒に学習指導案を検討。 

・当日の研究授業について、校内の全教職員で振り返る。 

・教員の意識や取り組みの変化について検証する。 
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学習指導案の検討について 

○本時の目標を確認する（通常の学級の子どもと特別支援
学級の子どもでは異なる）。 

 

○通常の学級の担任は、指導案の中で、在籍する通級指
導対象の子どもや配慮を要する子ども（A.B.C）がつまづ
きそうな場面を予測して、UDLの視点に基づいて対応を
検討する。 

 

○作成された指導案に、特別支援学級の担任は、対象とな
る子ども（D）の情報を加筆し、合理的配慮を検討する。 
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学習指導案より 

通常の学級の担
任が作成 

特別支援学級担任
が対象となる子ど
もの情報を追加 



教員自身の自己評価と変化 

１．（通常の学級の担任）UDLの視点で交流児童への三次支援を考 
 えたことが、通常の学級の児童に対しても有効な一次支援へとつ  
 ながることに気づいた。 

 
２．（特別支援学級の担任）交流児童の目標・手立てをしっかりと考 
 えることで、交流級でも本人を輝かせることができると実感した。 

 
３．（特別支援学級の担任）支援の手立てを考えるときには、本時の 
 目標がとても重要であり、交流級担任との、交流児童の個別目標  
 の共有化も必要である。そうすることで必要な手立て・支援がはっ 
 きりしてぶれにくい。 

 
４．（通常の学級の担任）本時の授業後には様々な場面で交流児童 
 のことが気になり、何げない場面で本人のアセスメントにつながる 
 ようになった。支援級の先生との情報交換も増えた。 19 



Multi-Tiered System of Supports (MTSS) 
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教育内容 

実態把握・評価 

指導・支援 

教員個々の成長と 
チームとしての成長 
（研究、研修） 

チームによるリーダーシップ 
（運営推進） 

チームでの主体的な課題解決 
（データに基づいた検討） 

地域との協働と持続可能な取組 

 学校全体で取り組む多層的な支援システム 

多層的な支援システムを手がかりに、すべての子どもが生き生きと学ぶ学校づくりを！ 


